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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
重
要
課
題
を
研

究
・
分
析
し
、
各
国
の
政
策
決
定
者
に
助
言
や
勧

告
を
提
供
し
て
い
る
非
営
利
の
民
間
組
織
「
世
界

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
」
は
九
月
九
日
、「
世
界
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
シ
ナ
リ
オ
」の
二
〇
一
九
年
版
を
公
表
し
た
。

副
題
は
「
原
子
力
の
将
来
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
行

に
お
け
る
多
様
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
」、
二
〇
六
〇
年
ま

で
に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
開
が
辿
る
と
思
わ
れ

る
シ
ナ
リ
オ
全
て
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
が
拡

大
す
る
と
予
測
。「
大
い
な
る
移
行
」
と
称
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
構
成
に
対
し
、
様
々
に
異
な
る

関
わ
り
方
を
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界
全
体
で
主
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
が
移
行
し
て
い
く
ペ
ー
ス
と
方
向
性

は
、
一
層
幅
広
い
世
界
規
模
の
発
展
の
一
部
を
成

し
て
お
り
、「
大
い
な
る
移
行
」
は
、
新
た
に
到
来

す
る
デ
ジ
タ
ル
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
生
産
性
の
時

代
へ
の
対
応
と
し
て
、
根
本
的
な
社
会
経
済
の
変

遷
も
暗
示
し
て
い
る
。
原
子
力
の
将
来
に
関
し
て

は
「
世
界
の
将
来
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス

の
中
で
主
役
を
演
じ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

開
発
に
対
し
て
も
貢
献
す
る
と
の
認
識
が
広
く
高

ま
り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
。
原
子
力
発
電
の
今
後

の
拡
大
や
、
世
界
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
行
の
中
で

果
た
す
役
割
は
、
数
多
く
の
要
因
か
ら
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

　

原
子
力
に
関
す
る
見
通
し
が
多
様
な
こ
と
か

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
要
人
か
ら
原
子
力
産
業

界
の
将
来
に
関
す
る
洞
察
を
収
集
。
前
回
の
報
告

書
と
同
じ
く
、
信
憑
性
の
高
い
開
発
の
方
向
性
シ

ナ
リ
オ
と
し
て
、
以
下
の
三
種
を
提
示
し
た
。

　
「
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
・
シ
ナ
リ
オ
」：
数
値
的
な
混
乱

が
生
じ
る
技
術
革
新
的
か
つ
市
場
牽
引
型
の
世
界
を

想
定
。
原
子
力
産
業
界
は
原
子
炉
の
販
売
よ
り
も
関

連
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
再
投
資
を
行
う
可
能
性
が
あ

る
。
新
興
国
や
大
規
模
な
原
子
力
発
電
国
の
い
く

つ
か
で
設
備
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
原
子

力
は
依
然
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
肢
の
一
つ
に

留
ま
る
が
、
世
界
の
総
発
電
量
に
お
け
る
原
子
力

シ
ェ
ア
は
、
二
〇
一
五
年
の
一
一
％
か
ら
二
〇
六
〇

年
に
は
八・
五
％
に
低
下
。
た
だ
し
、
設
備
容
量
は
、

二
〇
一
五
年
の
四
億
七
百
万
ｋ
Ｗ
か
ら
二
〇
六
〇

年
に
は
六
億
二
千
万
ｋ
Ｗ
ま
で
拡
大
。

　
「
未
完
成
交
響
曲
シ
ナ
リ
オ
」：
低
炭
素
な
将
来
に

向
け
た
展
望
と
と
も
に
、
一
層
の
調
整
が
加
え
ら

れ
た
持
続
可
能
な
経
済
成
長
モ
デ
ル
が
出
現
。
原

子
力
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
緊
急
対
応
が
可

能
な
信
頼
性
の
高
い
適
正
価
格
の
電
源
と
し
て
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
、
発
電
シ
ェ
ア
は
二
〇
六
〇
年

ま
で
に
十
三
・
五
％
に
増
大
。
設
備
容
量
も
現
在
の

約
三
倍
の
十
億
三
百
万
ｋ
Ｗ
に
拡
大
。
新
規
原
子

炉
の
建
設
と
既
存
炉
の
運
転
期
間
延
長
に
加
え
て
、

小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
や
海
上
浮
揚
式
原
子
力
発
電

所
、
第
四
世
代
原
子
炉
と
い
っ
た
新
た
な
原
子
力

技
術
が
世
界
の
原
子
力
発
電
設
備
に
大
き
く
貢
献
。

　
「
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
・
シ
ナ
リ
オ
」：
世
界
経
済
の

成
長
が
長
続
き
せ
ず
、
各
国
政
府
に
よ
る
内
向

き
思
考
の
政
策
の
結
果
を
反
映
し
た
シ
ナ
リ
オ

で
、
原
子
力
発
電
シ
ェ
ア
は
二
〇
六
〇
年
ま
で
に

十
二
・
五
％
に
増
加
。
一
方
、
設
備
容
量
は
七
〇
％

増
の
約
七
億
ｋ
Ｗ
に
増
大
。
こ
れ
は
新
興
国
の
新

規
建
設
市
場
と
先
進
経
済
国
に
お
け
る
既
存
炉
の

運
転
期
間
延
長
が
主
な
分
野
と
な
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
蚤（
の
み
）の
市
に
つ
い
て
述
べ
る
。ウ
ィ
ー

ン
中
心
部
の
カ
ー
ル
ス
プ
ラ
ッ
ツ
駅
か
ら
徒
歩
五

分
ほ
ど
に
あ
る
ナ
ッ
シ
ュ
マ
ル
ク
ト
は
、
世
界
各

国
の
食
材
が
並
び
、
オ
シ
ャ
レ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が

立
ち
並
ぶ
市
内
最
大
の
市
場
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

隣
接
す
る
場
所
で
毎
週
土
曜
日
に
蚤
の
市
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
や
ウ
ィ
ー
ン
の
名
物
的
存
在
で

あ
り
、
世
界
中
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
好
き
か
ら
注
目

さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
食
器
類
、

陶
器
、
靴
、
古
着
、
人
形
、
古
い
家
具
、
古
書
、

絵
画
な
ど
、
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
た
商
品
の
中

に
は
、
骨
董
品
か
ら
ガ
ラ
ク
タ
の
よ
う
に
見
え
る

も
の
ま
で
置
か
れ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
宝

さ
が
し
の
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
超
高

価
な
も
の
は
な
い
が
、
気
に
入
っ
た
も
の
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
必
ず
値
段
交
渉
す
る
よ
う
に
地
元
の

人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
東
寺
の
弘
法
市
（
毎
月

二
一
日
）や
北
野
天
満
宮
の
天
神
市（
毎
月
二
五
日
）

の
よ
う
に
、
縁
日
と
し
て
長
い
伝
統
が
あ
り
、
業

者
を
中
心
に
千
店
を
越
え
る
店
舗
が
軒

を
連
ね
、

数
万
人
以
上
の
人
々

が
訪
れ
る
全
国
的
に

知
ら
れ

る
京
都
を
代
表
す
る
市
が
あ
る
。
他
方
、
比
較
的

最
近
始
ま
っ
た
蚤
の
市
も
、知
恩
寺
、上
賀
茂
神
社
、

平
安
神
宮
、
上
御
霊
神
社
、
御
所
八
幡
宮
、
西
本

願
寺
、
豊
国
神
社
、
醍
醐
寺
な
ど
市
内
の
寺
や
神

社
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

知
恩
寺
「
手
作
り
市
」（
毎
月
一
五
日
）、
上
賀
茂

手
づ
く
り
市
（
第
四
日
曜
日
）、
平
安
楽
市
（
毎
月

第
二
土
曜
日
）
で
は
、
作
家
作
品
を
主
体
に
、
雑

貨
か
ら
服
飾

、
食
べ
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル

の
店
が
数
百
軒
出
店
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
蚤

の
市
で
も
、
市
民
ば
か
り
で
な
く
観
光
客
に
も
人

気
が
高
く
、
何
も
買
わ
ず
と
も
歩
い
て
い
る
だ
け

で
楽
し
い
の
が
共

通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、

ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時

に
は
ナ
ッ
シ
ュ
マ

ル
ク
ト
で
食
材
購

入
後
に
蚤
の
市
に
良
く
寄
っ
た
。家
内
は
靴
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
購
入
し
て
い
る
。
京
都
で
は
京
大
近
く

の
百
万
遍
知
恩
寺
の
「
手
作
り
市
」
を
何
回
か
訪

れ
た
。
両
市
の
蚤
の
市
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
で

き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お

願
い
し
た
ナ
ッ
シ
ュ
マ
ル
ク
ト
の
蚤
の
市
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■

杉
本
純

元
京
都
大
学
教
授



元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています：http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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